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1)  済木育夫．漢方薬によるがん転移の抑制とその作用機序．臨床研修指導医のための漢方マスターズセミナ ；ー2013 Jan 
19；東京． 
2)  済木育夫．第 1 回科学委員会医薬品専門部会．独立行政法人医薬品医療機器総合機構 新薬審査第 5 部；2013 Jul 9；
東京． 
3)  済木育夫．第 2 回科学委員会医薬品専門部会．独立行政法人医薬品医療機器総合機構 新薬審査第 5 部；2013 Jul 9；
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